
専
門
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

石
橋
克
彦
氏  
神
戸
大
名
誉
教
授（
地
震
学
） 

 

県
内
復
旧
の
負
担
増
す 

 
東
海
地
震
説
を
提
唱
し
た
地
震
学
者
の

石
橋
克
彦
神
戸
大
名
誉
教
授
（
76
）は、リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
で
新
た
な
災
害
を
生
み
出
す
と
警
鐘
を

鳴
ら
す
。 

 ―

リ
ニ
ア
は
大
規
模
地
震
を
考
慮
し
た

ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 
「
リ
ニ
ア
計
画
を
審
議
し
た
国
土
交
通

省
交
通
政
策
審
議
会
の
小
委
員
会
に
は
地

震
の
専
門
家
が
お
ら
ず
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
や
活
断
層
の
影
響
を
全
く
検
討
し
な
か

っ
た
。
重
大
な
手
落
ち
だ
。
リ
ニ
ア
は
多

く
の
活
断
層
を
横
切
る
。
そ
れ
ら
が
活
動

す
れ
ば
大
惨
事
を
生
じ
か
ね
な
い
。
糸
魚

川―

静
岡
構
造
線
断
層
帯
が
南
海
ト
ラ
フ

地
震
と
連
動
し
て
ず
れ
動
く
可
能
性
も
あ

る
」 

 ―

リ
ニ
ア
整
備
は
大
規
模
地
震
に
備
え

て
東
海
道
新
幹
線
を
二
重
系
化
す
る
た
め

だ
と
言
わ
れ
る
。 

 
「
東
海
地
震
を
含
む
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
起
こ
れ
ば
、
東
海
道
新
幹
線
と
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
両
方
が
大
被
害
を
受

け
る
だ
ろ
う
。
リ
ニ
ア
路
線
の
甲
府
盆
地

や
名
古
屋
付
近
は
震
度
６
強
、
場
所
に
よ

っ
て
は
震
度
７
に
な
る
。
し
か
も
激
し
い

揺
れ
が
数
分
以
上
続
く
。
二
重
系
化
は
意

味
が
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
地
震
被
害
を
倍
増

さ
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
」 

 ―

ト
ン
ネ
ル
は
地
震
に
強
い
か
。 

 
「
ト
ン
ネ
ル
内
は
地
震
の
揺
れ
が
弱
い

と
い
う
が
、
断
層
破
砕
帯
は
強
く
揺
れ
が

ち
で
、
内
壁
の
破
壊
や
高
圧
水
の
噴
出
な

ど
が
起
こ
り
う
る
。
出
入
り
口
付
近
は
山

崩
れ
な
ど
で
損
壊
し
や
す
い
。
交
差
す
る

活
断
層
が
活
動
す
れ
ば
致
命
的
だ
。
東
海

道
線
の
丹
那
ト
ン
ネ
ル
は
工
事
中
の
１
９

３
０
年
、
北
伊
豆
地
震
の
際
に
丹
那
断
層

が
ず
れ
て
約
２
メ
ー

ト
ル
く
い
違
っ
た
。
列
車
が

巻
き
込
ま
れ
れ
ば
、
ト
ン
ネ
ル
の
外
と
違

っ
て
人
命
救
助
も
復
旧
も
非
常
に
困
難
に

な
る
」 

 ―

南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
の
危
険
は
。 

 
「
地
質
が
複
雑
で
断
層
や
破
砕
帯
も
多

い
。
国
内
有
数
の
隆
起
地
帯
だ
が
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
時
に
は
急
激
に
沈
降
し
て
、

内
壁
の
損
壊
や
高
圧
水
噴
出
の
お
そ
れ
が
あ

る
。
列
車
が
走
行
中
な
ら
大
事
故
に
な
る
。

ト
ン
ネ
ル
内
で
緊
急
停
止
し
た
場
合
は
、

乗
客
は
非
常
通
路
を
何
キロ

も
歩
い
て
地
上

に
出
る
が
、
南
ア
ル
プ
ス
の
山
奥
で
自
力

の
下
山
は
困
難
だ
。
山
崩
れ
も
多
発
し
て

い
る
中
、
静
岡
県
は
乗
客
の
救
助
と
医
療

に
多
大
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
。
県
内
の

被
災
地
の
救
援
に
大
き
な
し
わ
寄
せ
が
生

じ
る
だ
ろ
う
」 

 

い
し
ば
し
・
か
つ
ひ
こ
 
東
京
大
卒
、
１
９

９
７
年
以
来
「
原
発
震
災
」
を
警
告
、
２
０

１
１
年
の
福
島
第
１
原
発
事
故
で
現
実
の
も

の
と
な
っ
た
。
近
著
に
「
リ
ニ
ア
新
幹
線
と

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」（
集
英
社
新
書
）。 
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